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令和６年度 障がい者週間イベント報告 

 

 

障がい者週間（１２月３日～９日）に合わせて、市内施設連絡会、市社会福祉課、市障がい児者相談

支援センターが協働し、各種イベントを実施した。 

 

 

 

１．ハートショップしもつけ 出張販売会 

市内の障がい福祉施設で作った、パンや手工芸品を販売 

各日、市内施設連絡会から各事業所が当番制で販売。市社会福祉課および市障がい児者相談支援セン

ターより２～４名が参加 

 

日にち 場所 売上額 

12/3（火）～12/6（金） 下野市役所 １１４，２５０円 

12/7（土）～12/9（月） ヨークベニマル石橋 １０５，４１０円 

合   計 ２１９，６６０円 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



- 2 - 

 

２．作品・パンフレット等の展示 

販売スペースの後ろで作品を展示 

 

 

 

 

３．オリジナルポスターの制作・展示 

市内の障がい児者が通所する施設に呼びかけ、ポスターデ

ザインを募集。 

２５作品の応募があり、社会福祉課内の投票により、こばと

園のデザインがグランプリに選ばれた。 

ポスターは公共施設等に掲示。販売会場では、選外の作品も

掲示した。 
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４．障がい福祉セミナー「障害のあるお子様のためのお金と法律知識 

～親亡き後を安心して暮らせるために、今、準備できること～」 

【日 時】令和 6 年１２月 6 日（木）１０：００～１１：３０ 

【場 所】市庁舎３０３・３０４会議室 

【対 象 者】・障がいのある方のご家族（親の会、福祉施設を利用している障害者の保護者、特別支援

学校の保護者等に周知） 

・障がい福祉施設の職員（施設従事者、相談支援専門員） 

【参 加 者】３４名（家族３２名、関係者２名） 

 

様々な家族の形がある昨今ですが、障がいのある方のご家族（両親等）が高齢となり、障がい者のみ

が残され生活しなければならないという事例が増加している。親として一番気がかりで心配なことは、

“親亡き後”、障害のある方（お子さん）が安全で安心した生活が送れるかということ。 

障害福祉サービスの利用やあすてらす、成年後見制度など金銭・財産管理も含めフォーマルな制度利

用を理解したうえで、それぞれの家庭において、今からできる準備は何かを考える機会となり、将来の

生活をイメージできるようになることを目的としセミナーを実施。 

また、障がいのある方及びそのご家族を支援する相談支援専門員や施設従事者等の支援者も、福祉

分野の離職率は高い傾向にあり、業務に関するノウハウが職場内に蓄積されにくい環境にあるため、

専門的知識を高め、障がい者の自立した生活と QOL の向上を支えていくことを目的とした。 

 

 

 

 


